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特定領域研究「火山爆発のダイナミックス」が行った一般公開とそのアンケート結
果
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　本特定領域では 2004年 7月に阿蘇火山周辺で、2005年 11月に有珠火山周辺で２回の一般公開を行い、一部の参加
者にアンケートに協力いただいた。アンケート結果に基づき、一般公開のあり方について本発表でまとめる。
　 2004年 7月 19日にくまもと県民交流館パレアにおいて市民講演会を、7月 24-25日に展示企画を阿蘇火山博物館

にて行った。講演会では、噴火災害軽減に向けての火山ハザードマップ、火山爆発現象解明のための野外爆発実験や無人
の観測機器開発の試み、についての講演があり、さらに、特定領域外からの招待講師として、熊本大学教育学部　本特
定領域では 2004年 7月に阿蘇火山周辺で、2005年 11月に有珠火山周辺で２回の一般公開を行い、一部の参加者にアン
ケートに協力いただいた。アンケート結果に基づき、一般公開のあり方について本発表でまとめる。
　 2004年 7月 19日にくまもと県民交流館パレアにおいて市民講演会を、7月 24-25日に展示企画を阿蘇火山博物館

にて行った。講演会では、噴火災害軽減に向けての火山ハザードマップ、火山爆発現象解明のための野外爆発実験や無
人の観測機器開発の試み、などについての講演があり、さらに、特定領域外からの招待講師として、熊本大学教育学部
渡辺一徳教授に阿蘇火山の紹介をお願いした。会場には、地元の学生も参加しており、アンケート結果からは、火山学
を勉強する上での大きな参考になり、多大な刺激を受けたことが伺えた。その他の参加者からのアンケートでは、難解
なテーマを分かりやすく扱ったとして評価された一方で、一般への不十分な宣伝のため企画の意義を問われた。展示企
画では、MOVEデモンストレーションは、約 200名の観覧者があった。火山防災教育ゲームには、140名の参加があり、
夏休みの家族連れに大変好評であった。火山火口カメラ画像／地震波形のテレビ画面同時表示は、一般の人にとっても
わかりやすく、ポスター展示とあわせて一般公開終了後も引き続き行われることが決定した。アンケートからは通りが
かりの人が多く足を運んでいることが分かる。観光バスなどの時間が限られていたためか、回収率は極めて低いものの、
その場で見たものが、観客の興味を十分に魅きつけていたことが、自由回答から読み取れた。
　 2005年 11月 27日に２度目の一般公開を有珠郡壮瞥町で開催した。日中は MOVE、投下型 GPS、ドップラーレー

ダー、および、関連するポスターパネルの展示を行った。夕方の公開講演会へは 40名弱の方に会場に足を運んでいただ
き、さらに、WEBカメラを通じて町内４カ所でライブ中継された。７件の講演は、最初の総括に続き、前半４件は観測
をテーマに、後半２件は実験をテーマにした内容構成であった。最後の質疑応答の時間には、地元の防災関係の方から費
用やオペレーターに関する具体的な質問があり、日頃からの関心の高さが伺えた。アンケート結果から、各種の案内を
見て集まっていただけている事が分かる。近隣の参加者が多く、役場の方の協力で、地元の方へひろく案内が行き届い
ていたことが分かった。一般公開には地元の方との協力体制が欠かせない。一般向けの公開講演会としては内容が高度
であったが、アンケートの感想を見る限り多くの方にしっかり内容を把握していただけている。火山一般をテーマとし
た発表が多く、地元の有珠山をモデルにしたものは、１件のみであった。一般向けの講演会では、地元の人にとってもっ
とも興味の深い、地元の火山を扱った内容を増やす努力も必要であろう。道外からの参加者が、「研究者だけでなく、地
域の人が中心なのがよかった。」と記載していた。一般公開のあるべき姿かもしれない。
　２度の一般公開で本特定領域外の方々からも多大な協力をいただいた。この場を借りて、お礼申し上げる


